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最近十年間の天：露霜の進歩
　　　　　　　　　　　（本會創立満十年記念講演會）
　　　　　　　　會長肝管博士山本一清
　　　　　　　　　　　　　（第53頁よ　り響き）
　我々の佐居である地球の形歌や運動の研究は，天文學と人生と三隅する
最も大切な方面であり，三って，最も古い時代から天文三者の責任とされ
てみる問題でありますが，この大切な，叉，可なりジミな研究も，最近に
は頗る進歩の跡が著しくあります．地球の形といふものは，軍にしまるい1
ものだといふことは二千年も前から知られてゐましナこのですから，今夏こ
〉で述べるまでもありませんが，今から二百幾年の昔し，地球の形が一種
の楕圓膿であることがニウトン等によって唱導せられ，實i窺、心れは観測上
からも疑ふべからざるものとなりましナこ．そして，此の地球楕圓形罷の，
南北の直径や東西の直径が幾何であるかといふ敷値については，古くはベ
ッセルの算出しプこものがあり，新しくはヘルマートの値：が一般に認められ
て居りまして，何れも之れはドイツの天文測地學者が，中央ヨ｝ロバに於
いて過去幾十年間にわナこり非常な努力を費しナこ結朱として學界の賞讃を博
して居りましナこ．ところが，今世紀に入りまして，北米合衆國の三内に於
ける測地研究が異常な進歩を途け，共の結果，1909年には米國のヘイフオ
ド氏が新ナこに地球の形や大きさの激値を算出獲表し，こ》にアメリカ學界
が地球の問題に大きな三蹟を淺すこと・なりましナこが，途には，1924年ス
ペイン國マドリド市で開かれた第2回測地學地球物理學國際同盟大會では
大多撒を持ってヘィフオドの数値を全世界唯一公認のものとするに決定し
ました．
　ところが，地球が軍に扁球式の楕圓形でなくて，むしろ三軸不等の楕圓
膿であること，帥ち，赤道も圓形でないといふことが十数年前から1歌洲の
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學者ナこちによって研究されつ5ありましたが，1920年代．に至りまして，追
々と多くの研究資料が集められました結果，1928年に，ドイツ國のハイス
カ1ネン氏が愈々此の地球惰下弓の三つの軸の長さをほS“確かに算定獲表
しました．潜れによりますと，地球赤道は，経度OQと180。との方へ孕経
が約240メートルだけ延び，干れと直角の方向へは，それだけ短かいこと
・なります．尤Uしかし，此れ程の差違に過ぎないのでありますから，地
球至膿の大きさに比べると，殆んど言ふに足りないものでありまして，實
用的には何の影響も齎しません．只，卒均値に於いて，地球の李径といふ
ものが，経度によって之れだけの違ひがあるといふ結果に過ぎないのであ
りますが，しかし，考へて見ると，一寸，面白い事解であります．
　地球の蓮動につきましては，近頃重大な事が幾つか見付って來ました中
に，最も注意を惹くものは，自賛：不同の問題であります．一癖i，地球の自
韓は，地球が一塊の固艦である限り，永久：不攣であるべき筈であります．
實際，この地球自韓は，永久に絶世不攣のものとして，昔しから吾々は之
れを最も信頼すべき時聞の軍位に探ってゐましナこ．L一日「といふのが之れ
であります．鴨れを365倍して一年とし，」又36525倍して一世紀を激へ，叉，
小にしては，之れを24等分して一時間とし，更に其れを細分して，一・S’や一
秒を定めて居ナこのであります．ところが，1924－25年頃から，この地球の
自鯨が不同であるといふ事が漸く明らかになって参りましナこ．但し，其れ
が如何にして牛ll明して來たかと申しますと，地球以外の諸種の平野の蓮動
を研究しナこ結果であります．殊に月，太陽，水星，金星などの如き，地球
から見てみて，比較的蓮動の速い天艘の研究によるのであります．換言す
れば，地球を一定不攣の正確な時計と假定し，之れに嫁って，月や太陽其
の他の天膿の運動を永い年月にわナこって研究したのであります．すると，
月の蓮動が，　ごく細かい桁に於いて，邊速不同であるといふことが銑に前
世紀の末野から幾らか確かに分って居りましナこが，近年に至って，太陽も
（實は之は地球の公韓なのです），金星も，水星も，皆一檬に蓮動が邊れた
り進んだり，可なり不規則に攣動ずることが知れて來ましナこ．ところが此
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等の別々の天骨が，一型に時を同じくして遽れたり進んだりすることは有
り得べからざることでありますから，此等の憂動は，畢寛，標準としてみ
る地球の自轄其のもの・攣動であるといふことが考へられるに至つナこもの
であります．
　この地球上韓の鍵動といふのは可なりでナこらめな攣動でありまして，過
去百年にもわナこる観測記録から見ましても，殆んど規則的なものとは思は
れません．そして，鍵動は可なり急激に突獲的に起ります．尤も，しかし，
自弊が攣動ずると言ひましても，實は誠に僅かなものでありまして，言は
S“一日の長さが一千分の一秒或は労れ以下の範圏に於いて気化するのです
から，肥れ叉，やはり吾々の日常生活には全く無影響であります．撃って，
地球の自傳の攣動ずることが知れたと申しましても，其の現象は甚だアカ
デミックなものなのであります．　しかし，此の配下の原因を種々推測して
見ますと，他には原因は無くて，全く之れは地球の内部構造の攣化に由る
ものとしか思はれません．例へば，批頃，地震學者等が言はれます種々の
地塊運動．一あのやうなものが，もっと地下の深い所で，もっと大規模に
叉，もっと緩やかに行はれてるるものと思はれます．撃って地球の重心な
ども移動し，結局，自嬉の攣化を來すばかりでなく可なり以前から判者た
ちを櫛してみるかの緯度の攣化など，野臥の影響だろうと思はれます．こ
ういふ風に考へて参りますと，日常生活には全く無關係な地球自韓の問題
も，学術上酒だ重大な意味のものであることが感ぜられます．
　今までは，地球泊韓の研究をしますのに，前述の如く，月や諸遊星の如
き天艘の運動を観測するより外，道がありませんでしナこ．其れは，時聞の
問題でありながら，覧れを直接に測るべき精巧な時計が無かつナこからであ
ります．しかるに，人間文化の進歩といふものは不思議なものでありま
す．1925年頃から英國のシンクロノ1ム會肚で製作し始めましナこし自由振
子時計「といふものがあります・回れは花山にも此の春から装置して居り
ますが，實に立派な時計でありまして，一つの歯車も用みす，殆んど重力
のみによって振子の蓮動が維持されて居ります・英國グリニチ天文墓で四
五年來此の種の時計を槍魅して見ました所，1日に千分の1秒以上の狂ひが
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生じないことが分りまして，L之れならば，
測定される「といふことが謹明されました．
い研究上の進歩といふものが見られるわけであります．
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地球の自縛の不同性か直接に
從って，こ・にも薪時代らし
　各所の天文毫に於いて，星によって時刻を観測する技術が進歩し，時計
も改良され，叉，同時に，無線電信によって報時の磯信や受信が下達しま
した結果，各天文毫の経度測量：が急速に進歩しましナニ．殊に1926年目は全
世界の重な天文豪が無線を利用して同時に経度の精密測量を行ひました．
之れは實にスバラシ6大事業でありまして，1924年のマドリド回議以來の
測地二者間に，いろいろと協議や交渉が行はれ，其の結果，1926年の秋，
全世界一齊に観測が行はれナこのでありましナこ．そして，今までに多くの天
文毫は其の結果を磯表しましナこが，成績は大腿に於いて豫期の如く，多く
は一千分の一秒（時聞で）ぐらゐまで正確に経度が決定されました．我が
國では三鷹の天：丁丁が之れに参加しましナこ，爾ほ，此の経度は，数年内に，
第2回の世界的観測が行はれる豫定であります．
　丁丁の経緯度測定も，近年は立派な成績が多く機表されます．先づ，恒
星の位置目録でありますが，標準星については，米國ワシントン海軍天文
墓のアィクルバ1ガ1氏の努力により，米暦用の標準恒星の改IE位置が1g
年に嚢表され，之れが直ぐ英米佛の各國天文暦に探用されましナこ．
　叉，目録作製については，ドイツに中心を置くA．G．協會口録が一通り完
域するや否や，此の目録の第2回目の伊州が企てられ，殊に今後は其れが
鳥眞術の慮用によって迅速に行はれるやうになりました．之れの主唱者は
米國工1ルのシレ1シンジア氏であります．其の他，英町方面の二者が永
い以前から努力してみる篇眞星囲や目録も，漸次完成に近づきつ・ありま
すが，しかし干れは計書が大きいのと，計費や人の關係上，爾ほ可なり多
くの仕事を残して居ります．殊に，最近，此の方面の熱心家であった英國
オクスフオド天文豪のタ1ナ1教授が死なれたことは，事業の進歩かうら
言ひましても，遺憾至極なことであります．
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　星圖に因んで，通俗天文學界にノルトンの野獣は1927年に第4版を出版
し，廣く十界に愛用せられると共に，改版毎に良くなって居ります。又，
高級の星囲としては，バイエル・グラフ爾氏が作成しナこ精密星圖が2，3年前
に出版され，叉，ストウカ1のものも出ました．何れも肉眼星以上の多く
の恒星を記入してあるものでありまして，實際観測者には座右に無くてな
らないものであります．
　我が同好會に於いても，近頃L簡易星圖「は第6版を出し，9時代に癒はし
いモダン型の良いものとなりましナこ．L古賀恒星圖「は出版西台よほど年月
も立ってるますので，近い將來に改版したいと思ひますが・今までに暇の無
かつナこことを痩念に思、ひます．流星圖は，近年，槻測が盛んに行はれます
ので，今回よ曾刷rl．1でありますし，爾ほ，明るい流星の槻測のナこめに新流星
圃を只今製作中であります．
　近年，天文に關する暦表の出版や改良も著しいものがあります．世界の
町回である英暦も，永い館統を破って，1931年度から可なり著しい改良を
加へましナこ．最近には米暦も，1932年度のものから版も大きくなり，内容
も改められましナこ．
　我が國に於いても，本門の天文年鑑や，東京天文皇の理科年表が出まし
たことは，意義深いエボツクを語るものであります．
　世界全禮を見て，恒星目録，殊に恒星の税差や固有蓮動の目録，視線蓮
動，スペクトル型，二重星や焚光星等の新しい日録がドシドシ出版されて
るることは喜ばしいことであります．此等の内戦については，後の天艘物
理や，宇宙論の部で申しますが，こSでは固有蓮動の目録と，視差のこと
を一寸申して置きませう・
　恒星の固有発動については，米國のシンシナチ天文毫が可なり永い以前
から廣く材料を集め，飢に今までに激職の星の固有蓮動を激春の目録とし
て護表して居ます．近年又，ドイツのベルゲドルフ天文毫から恒星の固有
運動に關する貴重な文献をEigenbewegungs－Lexikon及びGeschichte　des
Fixsternhimmelsといふ表題で獲表して居ります．勿論皆之れは，隊洲大戦
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後に於けるドイツ學界の大きな貢献といふ意味からも特に推賞すべきもの
であります．
　恒星の親旧については，其の本格的事業として，長大な望遠鏡による爲
眞的三角観測が三二な足取りで進みつ〉あるのは言ふまでもありません・
米國のヤ1キ1ス，ヰルソン山，アレゲニ1，スプラウル，デアボ1ン．
ヴアジニア，　ミドルタウン等の各天文墓及び英のグリニチ天文毫は此の方
面の尖頭に立つもので，年々幾十乃至幾百個の星の視差を爽表して居りま
す．1925年頃からはイエ1ル其他の二三の天文塁が南アフリカに新望遠鏡
を据え付けまして視差の襯測を始めましナこ．・叉，イエ1ル天文豪長シレジ
ンシア氏は1926年に，1830個の視差の目録を畿表しましたが，之れも全く
新しいエPtツクとすべきものであります．
　三角視差の観測は，今日の精測天文學に於いて，最も高古な，叉，最も
天文らしい困難と，アンビションと，勇氣の平なう事業の一つでありまし
て，今より三十年前，帥ち，第十九世紀の終りの頃は，僅か二三百の星の
親字しか知れてみなかったものでありますが，今日に於いては，諸所の天
文毫の努力と熱心とによりまして，銑に約三千個の星の視差を知り，又，
観測の正確さも，凡そ0！／003といふ公算誤差の数値：にまで漕ぎつけること
になりましナこ．實に愉快な話であります。
　覗差測定については，上述の三角測量のほかに，連山軌道から算出する
三下視差，スペクトル研究から算出する分光覗差，光度の研究から推算す
る視差等，いろいろの方法が近年行はれて居ります．　中にも，力持親差は，
取り扱ふ星の激は少ないですけれど，其の嚴格さと正確さとに於いて他を
凌駕し，叉，分光視差は其の巧妙な方法によって比較的簡易に，しかも可
なり遠距離の星を多く測定し，夏に又，光度から推算する方法に至っては，
殆んど距離の制限無しに，大宇宙の最奥の星までも容易に覗差を測定し得
るのでありまして，既等は皆流石に新時代の新技術と言はざるを得ません・
覗差と言へば，恒星餌差とは違ひますけれど，我が太陽系内部の覗差間
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題について数言を費しませう．但し，胃腸系内に於いて，過去十年間に視
差を問題とする大事件は起りませんでしtこ．只，今明年中に接近して写る
エロスの三差観測のために，1925年頃から，南阿のジヨ1ンス氏を委員長
とする特別委員會が設けられ，エロスの推算位置の研究が罪ツト氏等によ
って行はれてるます一方，比較星の撰定や位置観測が欧米の學者達によっ
て行はれて，今日に及んで居bます．何れ，エロスは今後の大問題として
次ぎの十年間の論壇を賑はすものとなりませう．
　過去十年間に，太陽視差上から見て，火星とヰンネケ彗星とが地球へ接
近して滲りましf時に，若干の槻測が行はれました．火星の接近は1924年
でありましナこが，第十九世紀末以來，視差槻測としては世間の人が皆小遊
星ばかりに眼をつけ，火星などの旧式な星を誰も相手にしない時代であり
ますが，しかも，南阿のジヨ1ンス氏は，爲賃術を利用して，此の奮式の
火星槻弓から8，”809±0！／005といふ見事な成績を得ましナこ．
　又，1927年にヰンネケ彗星が珍らしく接近しましナこ時にも，メロエシマ
ス氏は，クロムメリン老の言葉から暗示を得て，太陽三差を測定し，8／！815
士0！！037といふ結果を得ましナこ．此等をエロスの成績に比べて果して如何
ほどの好結果と批評すべきやは，特來を待たなければ分りませんが，とに
かく此の二つの研究は，いろいろの意味に於いて興味深いものと言はなけ
ればなりません．（つS“く）
　　　　　　　　　　ケブラ1記念の新天文毫
　去る11月15日はケプラ1の死後300年に相當するので，彼の誕生地ドイ
ツ國ヴエルテムベルヒ洲フィルダースタ5では之れを記念するため，ケプ
ラーが永く學んだチウビンゲン大學にLケプラ1天文豪「と呼ぶ新しい天文
豪を建設し，かのボ1ネンベルゲルの死後中絶してみた天文研究を此所に
復し，叉，近年ロ】ゼンベルク氏がキ1ル大学に招かれて往つた後を補充
する意味で，特に此の天文毫は天艦物理學の研究を目的とするといふ．叉，
ヰルドバ1ドでは早れと同時に一個の民衆天文皇を建て，クプラ1の遺志
を継いで大に大宇宙櫛中を宣議する筈であるといふ’（Naturw．18，25）
